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 沼津市立片浜中学校区では、ボランティア活動の盛んな地区であり平成 26 年片浜小放課後子ども教

室立ち上げ後コミュニティの連携が強化された。令和３年地域学校協働本部の立ち上げ以降、地域学校

協働活動推進員（コミュニティ・スクールコーディネーター）や連合自治会長等を中心に、「『片浜の風』

発行による地域学校協働活動の周知」、「片浜型キャリア教育 職業体験」、「職業のプロから学ぶ」等の

活動を積極的に行い、「地域の子どもを地域で育てる」体制づくりを推進してきている。 

 

活動内容等 

(1) 事業の目的

及び活動の 

方向性 

『片浜は子ども達のふるさと』 

地域の子どもを地域で育て、単に生まれ育った「土地」、という意味だけで

はなく、片浜の人達（小学校・中学校の仲間や地域の人達）と過ごした「時」

という意味でも、子ども達の心に『片浜』がふるさととして刻まれること。 

(2) 活動体制等

（連携する団体、   

子供･地域住民 

等の参加状況、 

活動年数等） 

・連携する団体…自治会、ＰＴＡ、地区社会福祉協議会、子供会、燕爽会（PTAOB） 

・参加状況…令和５年度は小学生 93 名、中学生 65 名が参加し、事業にかかわ

った地域住民 80 名、地域企業 20 社である。 

・コミュニティ・スクールの制度が令和３年度から実施し、今年度で４年目の

実施となる。 

（3）活動内容 

及び成果 

「片浜小放課後子ども教室」 

･･･希望した子ども達が月１回放課後約１時間、体験活動や遊び、宿題等の学

習を行い、上級生や下級生、地域の大人と自由にふれあう。地域の方の参加が

増え、自治会役員退任後にボランティア登録する、という持続可能な流れがで

きてきた。 

「『片浜の風』(地域学校広報誌)発行による地域学校協働活動の周知」 

･･･片浜地区全戸配布、小中学校児童生徒教員配布し、地域学校協働活動につ

いての周知を行う。児童生徒が地域で活躍する場も周知でき、地域も学校を応

援したいという思いに繋がっている。 

「片浜型キャリア教育 職業体験」 

･･･中学校の職業体験の体験先探しから事前説明会、体験の様子の展示、企業

への感謝状贈呈まで、賛同してくれる企業を学校とつなぐことをねらいとし

て、今まで学校で教師が行っていた活動を行った。地域企業が学校と繋がるき

っかけとなり、企業も学校を応援する意識が芽生える。 

「職業のプロから学ぶ」 

･･･職場見学後、ホームページ作成会社へ協力依頼し、見学した企業の紹介動

画を作成し発表会を行う。企業も学校を応援する意識が芽生える。 

 


